
戯曲講座

×
姫路文学館

> 第 １ 回  ６ /   １ ( ⽇ )    1 3 : 0 0 〜 1 6 : 4 5   ア ク リ エ ひ め じ 会 議 室
> 第 ２ 回  ６ /   ８ ( ⽇ )    1 0 : 0 0 〜 1 6 : 4 5   姫 路 ⽂ 学 館 ‧ ア ク リ エ ひ め じ 会 議 室
> 第 ３ 回  ７ / １ ３ ( ⽇ )    1 3 : 0 0 〜 1 6 : 4 5   国 際 交 流 セ ン タ ー 会 議 室 （ イ ー グ レ ひ め じ 内 ）
> 第 ４ 回  ７ / ２ １ ( ⽉ 祝 )  1 3 : 0 0 〜 1 6 : 4 5   国 際 交 流 セ ン タ ー 会 議 室 （ イ ー グ レ ひ め じ 内 ）

▼講座HP ▼申込ﾌｫｰﾑ
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L E T ' S  W R I T E !L E T ' S  W R I T E !
キ ャ ス パ ワ ー ク シ ョ ッ プ シ リ ー ズ

⾼ 校 ⽣ の た め の 戯 曲 講 座
キ ャ ス パ ワ ー ク シ ョ ッ プ シ リ ー ズ

⾼ 校 ⽣ の た め の 戯 曲 講 座

２ ０ 分 の 戯 曲 を 書 い て み よ う ！２ ０ 分 の 戯 曲 を 書 い て み よ う ！

⽇ 時 ‧ 会 場 （ 全 4 回 ） / 受 講 料 2 , 0 0 0 円 ( 消 費 税 込 )



⾓ ひ ろ み （ す み ‧ ひ ろ み ） 先 ⽣ で す 。
  兵 庫 県 出 ⾝ 、 岡 ⼭ 県 在 住 。
  ⼩ 学 ⽣ の 頃 か ら 演 劇 に か か わ り 、 県 ⽴ 宝 塚 北 ⾼ 校
  演 劇 科 に 進 学 、 卒 業 公 演 の 戯 曲 を 書 い た こ と が き
  っ か け で 現 在 に ⾄ り ま す 。 宝 塚 北 ⾼ 校 や 岡 ⼭ で 、
  ⾼ 校 ⽣ 対 象 の 劇 作 講 師 を 務 め て い ま す 。 ⾓ さ ん の
  作 ⾵ は 、 リ ズ ミ カ ル で 詩 的 且 つ ⾃ 然 な 会 話 体 で 、 ⽇ 常 と ⾮ ⽇ 常 が 隣 り 合 っ た マ ジ ッ ク リ ア リ ズ ム
  的 作 劇 。 ⽅ ⾔ や 歌 詞 を ⽤ い た 作 品 も 沢 ⼭ 書 か れ て い ま す 。  
  ＜ 受 賞 ＞
   1 9 9 9 年 『 あ く び と ⾵ の 威 ⼒ 』 で 第 4 回 劇 作 家 協 会 新 ⼈ 戯 曲 賞 佳 作 ‧ 北 海 道 知 事 賞  受 賞
   2 0 0 7 年 『 螢 の 光 』 で 第 4 回 近 松 ⾨ 左 衛 ⾨ 賞  受 賞
   2 0 1 4 年 『 狭 い 家 の 鴨 と 蛇 』 で 第 2 0 回 劇 作 家 協 会 新 ⼈ 戯 曲 賞  受 賞
   2 0 1 5 年  第 1 6 回 岡 ⼭ 芸 術 ⽂ 化 賞 準 グ ラ ン プ リ  受 賞  

■ 先 ⽣ っ て ど ん な ⼈ ？

■ 戯 曲 っ て 何 ？
戯 曲 と い う の は 、 上 演 す る ⽬ 的 で 書 か れ た 演 劇 の 脚 本 ‧ 台 本 の こ と 。 こ の 講 座 の 対 象 は ⾼ 校 ⽣ の
皆 さ ん で す ！ 戯 曲 を 書 く の が 初 め て の ⼈ も 、 演 劇 が 初 め て の ⼈ も ⼤ 歓 迎 ！ も ち ろ ん 経 験 者 も ！ 皆
さ ん の 参 加 を お 待 ち し て ま す ！

■ 講 座 っ て ど ん な こ と す る の ？
講 座 は ４ 回 構 成 で す 。 今 年 は 戯 曲 講 座 と 姫 路 ⽂ 学 館 の コ ラ ボ が 実 現 ！
姫 路 ⽂ 学 館 の 常 設 展 ⽰ を 題 材 に 戯 曲 を 書 い て い き ま す 。 ス ケ ジ ュ ー ル は こ ん な 感 じ ↓ ↓ ↓

【 第 １ 回  戯 曲 っ て 何 ？ ！   L E T ' S  P L A N ! 】
  ど ん な こ と を 、 ど ん な ⾵ に 書 き 始 め る か に つ い て 考 え て み ま す 。 テ ー マ や ス タ イ ル 、 ア イ デ ィ ア
  を 膨 ら ま せ て 、 夢 と 作 戦 と 設 計 を ⽴ て る プ ラ ン ニ ン グ の 回 で す 。 書 き た い 戯 曲 を 考 え ま し ょ う ！

【 第 ２ 回  書 き 始 め て み た け ど ど う ？   L E T ' S  W R I T E  M O R E ! 】
  実 際 に 姫 路 ⽂ 学 館 を ⾒ 学 し 、 学 芸 員 さ ん に 話 を 聞 い て 戯 曲 を 書 き 始 め ま す 。 同 時 に ア ド バ イ
  ス を 受 け た り 意 ⾒ 交 換 を し な が ら 、 作 品 を よ り よ く 書 き 進 め て ⾏ き ま し ょ う ！

【 第 ３ 回  書 き 深 め て い こ う ！   L E T ' S  B R U S H  U P ! 】
  書 き 進 め て き た 戯 曲 に 先 ⽣ か ら さ ら な る 個 別 ア ド バ イ ス 。 完 成 に 向 け て さ ら に ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ
  し て い き ま し ょ う ！

【 第 ４ 回  書 き 上 げ よ う ！   L E T ' S  F I N I S H  W R I T I N G ! 】
  ⾃ 分 の 戯 曲 を 書 き 上 げ て 皆 で リ ー デ ィ ン グ ！ ⼀ 作 書 き 終 え る 素 敵 さ と 嬉 し さ を 味 わ い ま し ょ う ！

書 き 上 げ た 作 品 は 、 選 考 の 上 で 2 0 2 6 年 2 ⽉ に 実 施 す る 「 初 ⼼ 者 の た め の 演 劇 講 座 『 L E T ' S  D O
I T ！ 』」 で 使 ⽤ ‧ 発 表 を ⾏ い ま す 。

申 込 フ ォ ー ム ⼜ は ホ ー ム ペ ー ジ か ら お 申 込 み く だ さ い 。
【 応 募 締 切 ： ５ / ２ ３ ( ⾦ ) 必 着 】
※下 記 注 意 事 項 を ご 確 認 く だ さ い※
  ‧ 講 座 は ４ 回 全 て の 受 講 が 基 本 と な り ま す 。 事 情 に よ り
    全 て の 受 講 が 出 来 な い ⽅ は お 申 込 み 前 に ご 相 談 く だ い 。
  ‧ や む を え な い 事 情 に よ り 講 座 の 内 容 が 変 更 に な る 場 合
    が あ り ま す 。 予 め ご 了 承 く だ さ い 。
  ‧ 受 講 料 は 初 回 当 ⽇ 会 場 に て お ⽀ 払 い く だ さ い 。
    ( 現 ⾦ の み ）

■ ど う や っ て 参 加 す る の ？

主 催 ： 公 益 財 団 法 ⼈ 姫 路 市 ⽂ 化 国 際 交 流 財 団   共 催 ： 姫 路 市   協 ⼒ ： 姫 路 ⽂ 学 館

お 問 い 合 わ せ ： 姫 路 市 ⽂ 化 国 際 交 流 財 団 制 作 チ ー ム （ 姫 路 キ ャ ス パ ホ ー ル ）
                  T E L : 0 7 9 - 2 8 4 - 5 8 0 6 ( 1 0 : 0 0 ~ 1 7 : 0 0 )  
                  E - m a i l : c a s p a w s @ h i m e j i - c u l t u r e . j p

★姫 路 ⽂ 学 館★★姫 路 ⽂ 学 館★
国宝姫路城の北⻄にある姫路⽂学館。建築家、
安藤忠雄⽒の設計によるユニークなデザインで
平成3年に開館しました。
姫路城と、城が建つ姫⼭の歴史とそこで⽣まれ
たものがたりを紹介する〈姫路城歴史ものがた
り回廊〉、ことばを⼊⼝に作家たちの⼈と作品の
魅⼒を知っていただく〈ことばの森展⽰室〉〈司
⾺遼太郎記念室〉など、様々な展⽰を通じて⽂
学に触れ合うことができる施設です。
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安藤忠雄⽒の設計によるユニークなデザインで
平成3年に開館しました。
姫路城と、城が建つ姫⼭の歴史とそこで⽣まれ
たものがたりを紹介する〈姫路城歴史ものがた
り回廊〉、ことばを⼊⼝に作家たちの⼈と作品の
魅⼒を知っていただく〈ことばの森展⽰室〉〈司
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学に触れ合うことができる施設です。


